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た
ん
ぽ
ぽ
会
議
を

３
月
30
日
に
開
き
ま

し
た
。
な
か
な
か
集

ま
れ
な
か
っ
た
一
年

で
し
た
が
、
年
度
末

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話

が
で
き
る
機
会
を
つ

く
り
た
い
と
思
い
、

青
年
同
士
が
集
ま
っ

て
今
年
の
職
場
で
の

で
き
ご
と
を
交
流
し

ま
し
た
。

　

「
新
任
研
修
の
レ

ポ
ー
ト
が
大
変
」

「
動
画
を
通
勤
中
や

土
日
で
観
て
い
る
」

「
金
が
出
る
か
ら
ク

ラ
ブ
顧
問
を
し
ろ
」

な
ど
、
勤
務
時
間
中

に
で
き
る
業
務
量
を

軽
く
超
え
、
忙
し
い

こ
と
が
、
さ
も
当
た

り
前
の
よ
う
に
さ
せ

ら
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。
同
時
に
、

勤
務
時
間
外
で
働
く

こ
と
が
当
た
り
前
に

さ
せ
ら
れ
て
い
る
の

だ
な
と
つ
く
づ
く
実

感
し
ま
す
。
そ
ん
な

「
自
己
責
任
」
に
追

い
込
ま
れ
て
い
る
職

場
環
境
を
少
し
で
も

よ
く
す
る
た
め
に
、

青
年
部
の
た
ん
ぽ
ぽ

会
議
で
職
場
で
の
悩

み
や
言
い
た
く
て
も

言
え
な
い
こ
と
を
ぜ

ひ
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

さ
て
、
４
月
は
新

年
度
の
は
じ
ま
り
で

す
。
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
に
、
何
か
あ
れ

ば
す
ぐ
に
組
合
の
仲

間
を
頼
っ
て
く
だ
さ

い
ね
！

た
ん
ぽ
ぽ

　
　

 

だ
よ
り
４月４月

春
闘
要
求
決
定
の　

中
央
委
＝
３
月
９
日

妊
娠
障
害
休
暇
14
日
に

パ
ワ
ハ
ラ 

超
勤
解
消
を

労働条件
回答交渉

定
年
引
上
げ
提
案

交
渉
、事
務
折
衝

市労組連

　

カ
ジ
ノ
を
核
と
す
る

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ

Ｒ
）
を
夢
洲
に
誘
致
す

る
「
区
域
整
備
計
画
」

の
国
へ
の
申
請
に
同
意

を
求
め
る
議
案
が
、
３

月
24
日
府
議
会
、
29
日

大
阪
市
会
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

誘
致
計
画
は
、
①
夢

洲
の
土
壌
対
策
に
７
９

０
億
円
も
の
公
費
支
出

を
約
束
す
る
な
ど
際
限

な
く
膨
れ
上
が
る
公
費

負
担
、
②
コ
ロ
ナ
禍
の

広
が
り
を
は
じ
め
前
提

条
件
が
大
き
く
崩
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

無
謀
な
事
業
計
画
、
③

カ
ジ
ノ
業
者
言
い
な
り

の
「
協
定
書
」
で
す
。

　

誘
致
中
止
を
求
め
る

緊
急
署
名
が
10
万
余
提

出
さ
れ
、
反
対
世
論
の

高
ま
り
の
中
で
自
民
市

議
団
が
反
対
、
府
で
も

自
民
党
を
離
団
し
反
対

に
回
る
議
員
が
出
ま
し

た
。
国
へ
の
申
請
・
国

の
認
可
を
許
さ
な
い
運

動
が
続
き
ま
す
。

６
小
学
校

統
廃
合
強
行

　

大
阪
市
立
高
校
22

校
、
咲
く
や
こ
の
花
・

水
都
国
際
中
学
校
が
府

移
管
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
野
区
で
は
３
月
中

下
旬
に
「
え
っ
！
開
校

し
て
も
11
月
末
ま
で
工

事
中　

遠
い
『
通
学

路
』
は
危
険
だ
ら
け　

子
ど
も
た
ち
の
命
を
ま

も
る
た
め
に
、
強
行
突

破
は
立
ち
止
ま
り
、
問

題
解
決
に
む
け
た
丁
寧

な
話
し
合
い
を
求
め
ま

　

大
阪
市
教
の
「
教
採

突
破
講
座
」
は
、
働
き

な
が
ら
教
採
合
格
を
め

ざ
す
講
師
の
み
な
さ
ん

を
励
ま
す
こ
と
を
目
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。講
師（
非
正
規
）は
、

現
場
で
学
級
担
任
、
特

別
支
援
、
教
科
の
担
当

な
ど
、
教
諭
（
正
規
）

一
切
責
任
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
正
規

・
非
正
規
関
係
な
く
、

私
た
ち
を
忙
し
く
し
て

い
る
原
因
を
考
え
、
声

を
上
げ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
教
育
現
場

で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

を
正
し
く
理
解
す
る
た

め
に
は
、
仲
間
と
と
も

に
「
学
び
・
考
え
・
交

流
」
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。「
教
育
に
臨
時

は
な
い
」
を
合
言
葉
に

臨
時
教
職
員
部
は
運
動

を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

労
働
条
件
・
専
門
部

交
渉
を
３
月
17
日
、
22

日
に
行
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
は
、
出
産
育

児
に
関
わ
る
問
題
で
改

善
が
行
わ
れ
て
い
な
い

た
め
、
同
じ
要
求
を
出

し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
強
い
怒
り

を
も
っ
て
訴
え
ま
し

た
。
妊
娠
障
害
休
暇
を

府
並
み
の
14
日
に
戻
す

こ
と
を
改
め
て
要
求
。

市
教
委
は
「
市
職
員
の

妊
娠
障
害
休
暇
が
７
日

な
の
で
教
育
職
員
の
み

を
14
日
は
で
き
な
い
」

と
回
答
。「
市
職
員
全

す
」
と
す
る
ビ
ラ
が
配

布
さ
れ
、
ポ
ス
タ
ー
も

貼
ら
れ
ま
し
た
。「
舎

利
寺
地
域
は
、
朝
ご
は

ん
子
ど
も
食
堂
を
実
施

し
て
、
元
気
な
子
ど
も

た
ち
を
す
ぐ
前
の
小
学

校
へ
送
り
出
し
て
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
統

廃
合
で
通
学
路
が
遠
く

な
り
、
30
分
前
の
出
発

と
な
り
、
子
ど
も
食
堂

の
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
大
切
な
『
居

場
所
』、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
『
持
ち
場
』

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
小
学
校
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で

す
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
会
で
は
「
大

阪
市
教
育
振
興
基
本
計

画
」
が
共
産
党
以
外
の

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。
共
産
党
の
井
上

議
員
は
、
不
登
校
児
童

生
徒
が
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
が
分
析
が

な
く
、
異
常
な
テ
ス
ト

漬
け
の
是
正
が
必
要
な

こ
と
、
学
校
統
廃
合
な

ど
、「
基
本
計
画
」
に

よ
る
強
権
的
な
教
育
行

政
を
批
判
し
ま
し
た
。

カジノ・小中統廃合・高校移管強行
教育への教育への「「不当な支配不当な支配」」教育振興

基本計画

体
を
14
日
に
す
る
制
度

改
正
が
必
要
だ
。
大
阪

市
で
働
く
女
性
の
健
康

を
守
る
の
は
当
然
」
と

強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
、
パ
ワ
ー

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
超

過
勤
務
の
実
情
な
ど
を

訴
え
ま
し
た
。「
男
性

教
員
が
育
休
を
申
請
し

た
ら
校
長
か
ら
断
ら
れ

た
」「
研
究
授
業
は
勤

務
時
間
外
の
会
議
や
準

備
が
当
た
り
前
」な
ど
、

教
職
員
の
権
利
が
守
ら

れ
て
い
な
い
実
態
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
市

教
委
は
『
学
校
園
に
お

け
る
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
の
指
針
』

を
も
と
に
対
応
す
る
と

回
答
。（『
指
針
』
は
Ｓ

Ｋ
Ｉ
Ｐ
で
閲
覧
可
）

　

障
害
児
教
育
部
は
、

講
師
不
足
が
続
く
中
で

特
別
支
援
学
級
担
任
が

学
級
担
任
の
代
替
を
す

と
全
く
同
じ
仕
事
を
し

な
が
ら
、
正
規
採
用
を

め
ざ
し
て
必
死
で
準
備

を
し
て
い
ま
す
。

　

「
定
数
内
講
師
」
は

当
た
り
前
。
産
育
休
な

ど
の
代
替
職
員
は
な
か

な
か
決
ま
ら
な
い
。
現

場
の
教
職
員
が
少
な
く

な
り
、
私
た
ち
は
さ
ら

に
忙
し
く
さ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
長
時
間
勤
務

で
精
神
的
に
も
余
裕
が

な
く
、
世
の
中
の
こ
と

を
学
ぶ
機
会
も
失
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

臨
時
教
職
員
が
増
え

た
の
は
教
育
予
算
を
削

っ
て
き
た
た
め
で
、
現

場
で
働
く
教
職
員
に
は

ガ
ー
ベ
ラ
だ
よ
り

ガ
ー
ベ
ラ
だ
よ
り
４月

教
育
に
臨
時
は
な
い

教
育
に
臨
時
は
な
い

　

市
労
組
連
は
３
月
９

日
、
中
央
委
員
会
で
春

闘
要
求
を
決
定
、
17
日

に
提
出
。
不
妊
治
療
特

別
休
暇
実
現
に
続
き
、

要
求
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

　

市
当
局
は
３
月
24

日
、「
定
年
引
上
げ
に

係
る
各
種
制
度
に
つ
い

て
」
を
提
案
。
定
年
を

段
階
的
に
引
上
げ
65
歳

（
23
〜
24
年
度
61
歳
）、

給
料
は
７
割
水
準
、
定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
制
の
導
入
、
引
上
げ

期
間
中
の
定
年
退
職
者

等
の
再
任
用
（
暫
定
再

任
用
制
度
）
な
ど
、
国

家
公
務
員
と
同
様
の
内

容
で
す
。

　

提
出
し
た
要
求
―
長

時
間
勤
務
解
消
、
業
務

軽
減
、
給
与
水
準
の
維

持
（
同
一
労
働
同
一
賃

金
）、
現
行
55
歳
昇
給

停
止
の
廃
止
、
定
数
外

と
す
る
、
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
の
選
択

保
障
な
ど
の
実
現
を
め

ざ
し
て
事
務
折
衝
を
行

い
ま
す
。

る
問
題
を
追
及
。
さ
ら

に「
40
人
超
」の
実
態
調

査
や
教
員
加
配
を
行
う

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

養
護
教
職
員
部
は
、

宿
泊
行
事
に
引
率
す
る

養
護
教
職
員
の
健
康
へ

の
配
慮
や
適
切
な
勤
務

の
割
り
振
り
、
深
夜
の

救
急
業
務
の
手
当
支
給

を
求
め
ま
し
た
。

　

栄
養
教
職
員
部
は
、

調
理
業
務
の
民
間
委
託

に
つ
い
て
、
給
食
水
準

の
低
下
が
な
い
よ
う
に

責
任
を
果
た
す
こ
と
、

配
分
量
が
多
い
中
学
校

の
食
器
を
大
き
く
す
る

こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し

た
。
給
食
費
に
つ
い
て

は
「
令
和
４
年
度
も
引

き
続
き
無
償
」
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
部
は
、
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
い
る

「
主
任
」
業
務
に
つ
い

て
発
言
。
担
任
の
他
に

園
長
と
教
職
員
、
地
域

と
の
調
整
役
を
担
い
、

市
教
委
か
ら
届
く
文
書

の
配
布
な
ど
、
様
々
な

業
務
が
あ
り
、
若
い
教

職
員
が
「
主
任
に
な
り

た
い
」
と
は
思
え
な
い

実
態
、
超
過
勤
務
・
休

日
出
勤
当
た
り
前
、「
休

日
に
業
務
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が

送
ら
れ
て
く
る
」な
ど
、

「
働
き
方
改
革
」
と
は

程
遠
い
実
態
を
訴
え
ま

し
た
。

　

事
務
職
員
部
は
、
不

安
し
か
感
じ
ら
れ
な
い

「
共
同
学
校
事
務
室
」

の
検
証
結
果
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
訴
え
ま

し
た
が
、
市
教
委
は
そ

の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

全
く
答
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

臨
時
教
職
員
部
は
、

講
師
１
級
・
教
諭
２
級

の
「
給
与
格
差
」
は
現

場
で
「
大
き
な
矛
盾
」

を
生
ん
で
い
る
こ
と
を

訴
え
ま
し
た
。
回
答
で

は
、
京
都
市
や
神
戸
市

で
は
、
一
部
の
講
師
に

「
２
級
」
が
適
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
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